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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結

累計期間
第65期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

完成工事高 （百万円） 61,898 91,722 423,727

経常利益 （百万円） 4,204 3,856 33,431

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 2,728 2,344 40,219

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,077 1,445 37,421

純資産額 （百万円） 175,996 264,963 267,811

総資産額 （百万円） 241,445 374,510 416,483

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 28.66 20.81 390.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 28.54 20.76 388.92

自己資本比率 （％） 72.7 69.7 63.4

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．完成工事高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、有価証券報告書（2019年６月21日提出）に記載した当社グループ（当社及び

当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もあり

ません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　有価証券報告書（2019年６月21日提出）の記載から重要な変更又は新たな発生はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年６月30日）におけるわが国経済は、米中貿易摩擦の激化や

英国のＥＵ離脱問題の難航など不安定な国際情勢を背景に先行き不透明な状況にあるものの、当社グループ事業に

関連する情報通信分野におきましては、IoTデバイスやAIなどの最新テクノロジーの導入が加速し、ビジネスシーン

の変革を促すデジタルトランスフォーメーションが進行するなどICT投資は活発に推移し、各通信キャリアにおいて

も５Gのプレサービス及び来春の商用サービス開始に向けたネットワーク構築が始まるなど、堅調な投資動向にあり

ます。

　また、建設分野におきましては、東京オリンピックの開催を控えた首都圏の大型再開発や、全国の重要インフラ

の維持・更新に関する設備投資が引き続き高水準で推移しました。

　このような環境下において、当社グループは昨年10月に実施した西日本エリア各社との経営統合等を踏まえ、

2020年度の業績目標の見直しを行い、主力の通信キャリア事業におきましては、西日本エリア各社や従来子会社と

のグループフォーメーションの再構築による収益力強化に努め、成長事業に位置付ける都市インフラ事業とシステ

ムソリューション事業におきましては、新規分野の工事参入やグローバルビジネスの強化など、新たに基軸となる

ビジネスの確立に注力しました。

 

　これらの取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、受注高は 1,249億７千３百万

円（前年同期比 155.2％）、完成工事高は 917億２千２百万円（前年同期比 148.2％）となりました。損益面につ

きましては、営業利益は 39億８千２百万円（前年同期比 102.4％）、経常利益は 38億５千６百万円（前年同期比

91.7％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 23億４千４百万円（前年同期比 85.9％）となりました。

　なお、当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

報告セグメント

協和エクシオ

グループ

（注）２

シーキューブ

グループ

西部電気工業

グループ

日本電通

グループ

金額
前年

同期比
金額

前年

同期比
金額

前年

同期比
金額

前年

同期比

受注高

（注）１
86,298 107.2％ 14,381 － 14,103 － 10,190 －

完成工事高

（注）１
61,351 99.1％ 12,880 － 10,136 － 7,353 －

セグメント利益

又は損失（△）
3,616 92.9％ 223 － △18 － 207 －

（注）１．「受注高」「完成工事高」については外部顧客への取引高を記載しております。

２．報告セグメントにおける協和エクシオグループには、シーキューブグループ、西部電気工業グループ、日

本電通グループを含んでおりません。

 

（協和エクシオグループの概況）

　通信キャリア事業におきましては、主要顧客のモバイル工事の受注が好調なほか、新規参入する通信キャリア向

けの工事受注も本格的にスタートしました。都市インフラ事業におきましては、新たにアースシャトル工法による

海底ケーブル工事に着手し、大型案件を受注しました。システムソリューション事業におきましては、2018年度に

子会社化したシンガポールの２社が連携して同国のデータセンタの電気空調工事を受注するなど、グローバルビジ

ネスが順調に拡大しました。

 

（シーキューブグループの概況）

　企業や公共機関におけるWindows10への切替案件等の増加によりシステムソリューション事業の売上が拡大し、Ｎ

ＣＣ分野では3.5GHz、700MHz帯の無線基地局工事が堅調に推移し通信キャリア事業の売上も増加しました。
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（西部電気工業グループの概況）

　自治体向け土木工事の減少などから都市インフラ事業の受注がやや減少しましたが、４G無線基地局整備工事やＮ

ＴＴ向け通信土木工事などの通信キャリア事業の受注は好調に推移しました。

 

（日本電通グループの概況）

　通信キャリア事業におきましては、無線基地局工事の受注が好調で、都市インフラ事業・システムソリューショ

ン事業におきましても高速道路の監視カメラ導入工事や民間企業等のサーバー構築及びPC導入案件の受注が好調に

推移しました。

 

②財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ 419億７千２百万円減少し、3,745億１千万円

となりました。これは主に受取手形・完成工事未収入金の減少によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比べ 391億２千４百万円減少し、1,095億４千７百万円となりました。これは主に支

払手形・工事未払金の減少によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べ 28億４千８百万円減少し、2,649億６千３百万円となりました。これは利益

剰余金及びその他有価証券評価差額金の減少によるものであります。

 

（2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、有価証券報告書（2019年６月21日提出）に記載した経営方針・経営戦略等

について重要な変更はありません。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、有価証券報告書（2019年６月21日提出）に記載した対処すべき課題等につ

いて重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、49百万円であります。なお、当第１

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(2019年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(2019年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 117,812,419 117,812,419
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 117,812,419 117,812,419 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

2019年４月１日

～

2019年６月30日

－ 117,812,419 － 6,888 － 5,761

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2019年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,201,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式（注） 112,255,500 1,122,555 －

単元未満株式 普通株式 355,919 － －

発行済株式総数  117,812,419 － －

総株主の議決権  － 1,122,555 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、2,900株（議決権の数29個）含

まれております。

②【自己株式等】

    2019年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社協和エクシオ
東京都渋谷区渋谷

三丁目29番20号
5,201,000 － 5,201,000 4.41

計 － 5,201,000 － 5,201,000 4.41

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結累計（会計）期間（2019年４月１日

から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 41,805 54,301

受取手形・完成工事未収入金 156,361 86,729

有価証券 895 1,894

未成工事支出金等 38,401 54,775

その他 4,403 5,486

貸倒引当金 △158 △145

流動資産合計 241,708 203,043

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 31,603 29,927

土地 55,403 55,409

その他（純額） 10,948 12,610

有形固定資産合計 97,955 97,946

無形固定資産   

のれん 10,259 9,809

その他 4,502 4,322

無形固定資産合計 14,762 14,131

投資その他の資産   

その他 62,541 59,751

貸倒引当金 △485 △362

投資その他の資産合計 62,056 59,388

固定資産合計 174,774 171,467

資産合計 416,483 374,510
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 59,265 39,609

短期借入金 13,069 7,275

未払法人税等 7,498 1,173

未成工事受入金 5,487 7,594

引当金 4,595 2,300

その他 24,489 17,838

流動負債合計 114,406 75,791

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 4,659 4,720

引当金 604 558

退職給付に係る負債 9,283 9,305

その他 9,718 9,171

固定負債合計 34,265 33,755

負債合計 148,671 109,547

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,888 6,888

資本剰余金 47,868 47,881

利益剰余金 204,647 202,712

自己株式 △6,534 △6,446

株主資本合計 252,870 251,036

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,603 3,581

為替換算調整勘定 △65 203

退職給付に係る調整累計額 6,488 6,398

その他の包括利益累計額合計 11,026 10,183

新株予約権 355 336

非支配株主持分 3,559 3,406

純資産合計 267,811 264,963

負債純資産合計 416,483 374,510
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

完成工事高 61,898 91,722

完成工事原価 53,383 79,382

完成工事総利益 8,514 12,340

販売費及び一般管理費 4,623 8,357

営業利益 3,890 3,982

営業外収益   

受取利息 3 5

受取配当金 210 397

受取地代家賃 55 94

その他 129 286

営業外収益合計 399 784

営業外費用   

支払利息 6 81

減損損失 － 243

為替差損 － 289

その他 78 297

営業外費用合計 85 910

経常利益 4,204 3,856

税金等調整前四半期純利益 4,204 3,856

法人税等 1,475 1,570

四半期純利益 2,729 2,286

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
0 △58

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,728 2,344
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 2,729 2,286

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 534 △1,022

為替換算調整勘定 △37 271

退職給付に係る調整額 △148 △89

その他の包括利益合計 348 △840

四半期包括利益 3,077 1,445

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,099 1,501

非支配株主に係る四半期包括利益 △22 △55
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社であります、株式会社シーキューブトータルサービスは、当

社の連結子会社であります株式会社テクノを吸収合併しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っ

てまいりましたが、前連結会計年度において、資産管理サービス信託銀行株式会社（以下、「信託口」といい

ます。）が保有する当社株式の売却は完了しております。また、当該取引は2019年５月22日をもって信託期間

満了となり終了いたしました。

(1）取引の概要

　当社は、協和エクシオ従業員持株会（以下、「持株会」といいます。）に対して当社株式を安定的に供給

すること及び信託財産の管理により得た収益を従業員へ分配することを通じて、従業員の福利厚生を図り、

従業員の株価への意識や労働意欲を向上させるなど、当社の企業価値向上を図ることを目的として、「株式

給付信託（従業員持株会処分型）」を導入しております。

　当該制度は、持株会が取得する見込みの当社の保有する自己株式を、本信託の受託者である信託口が予め一

括して取得し、持株会の株式取得に際して当社株式の売却を行います。信託終了時までに、信託口が持株会へ

の売却を通じて本信託の信託財産内に株式売却益相当額が累積した場合には、それを残余財産として受益者適

格要件を充足する当社従業員持株会会員に分配するものであります。

(2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度において信託に残存する

全株式の売却が終了したため該当事項はございません。

(3）総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　前連結会計年度において返済を終えたため該当事項はございません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借り入れに対して、再保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

熊本城観光交流サービス株式会社 53百万円 51百万円

 

　２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 74百万円 83百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日

至　2019年６月30日）

減価償却費 846百万円 1,070百万円

のれんの償却額 116 477
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 2,394 25 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に対する配当金支払額（12百万円）を含め

ております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 4,279 38 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの完成工事高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

 
協和エクシオ
グループ
（注）

シーキューブ
グループ

西部電気工業
グループ

日本電通
グループ

計

完成工事高        

外部顧客への完成工事高 61,898 － － － 61,898 － 61,898

セグメント間の内部完成

工事高又は振替高
－ － － － － － －

計 61,898 － － － 61,898 － 61,898

セグメント利益 3,890 － － － 3,890 － 3,890

（注）報告セグメントにおける協和エクシオグループには、シーキューブグループ、西部電気工業グループ、日本電通

グループを含んでおりません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの完成工事高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
協和エクシオ
グループ
（注）３

シーキューブ
グループ

西部電気工業
グループ

日本電通
グループ

計

完成工事高        

外部顧客への完成工事高 61,351 12,880 10,136 7,353 91,722 － 91,722

セグメント間の内部完成

工事高又は振替高
210 203 56 12 482 △482 －

計 61,562 13,083 10,192 7,365 92,204 △482 91,722

セグメント利益又は損失

（△）
3,616 223 △18 207 4,029 △46 3,982

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△46百万円は、主にセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．報告セグメントにおける協和エクシオグループには、シーキューブグループ、西部電気工業グループ、日本

電通グループを含んでおりません。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前連結会計年度より、2018年10月１日付で実施した経営統合に伴い、企業グループ別管理の重要性が増大し、経営

管理区分としてより機能していると考えられることから、従来の「エンジニアリングソリューション」、「システム

ソリューション」のサービス別セグメント区分から、企業グループ別セグメント区分に変更しております。

　また、上記の経営統合により経営管理区分を変更したことから前連結会計年度より、従来セグメント利益の調整額

に含まれていた減価償却費及びのれん償却額について、当該セグメントに係る費用として記載する方法に変更してお

ります。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載してお

り、前第１四半期連結累計期間の「Ⅰ．報告セグメントごとの完成工事高及び利益又は損失の金額に関する情報」に

記載しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 28円66銭 20円81銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,728 2,344

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
2,728 2,344

普通株式の期中平均株式数（千株） 95,216 112,634

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 28円54銭 20円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 415 292

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

――――― ―――――

（注）「従業員持株会信託口」が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株

式数の計算において控除する自己株式に含めております（前第１四半期連結累計期間461千株）。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の処分）

　当社は、2019年８月９日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の処分を実施することを決議い

たしました。

（１）処分期日　　　2019年８月30日

（２）処分株式数　　普通株式 1,200,000株

（３）処分価額　　　１株につき2,566円

（４）処分価額総額　3,079,200,000円

（５）処分先　　　　資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

（６）その他　　　　当社は、同日開催の取締役会において、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の再導

入を決議いたしました。本自己株式の処分は、当社株式の保有及び処分を行う資産管理

サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（本信託の受託者たるみずほ信託銀行株式会社か

ら再信託を受けた再信託受託者）に対し、第三者割当により自己株式を処分するものであ

ります。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月９日

株式会社協和エクシオ

取締役会　御中

 

 清陽監査法人  

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 淺井　万富　　印

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 光成　卓郎　　印

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石尾　仁　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社協和

エクシオの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から

2019年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社協和エクシオ及び連結子会社の2019年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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